
「原発事故を忘れないでほしい」佐々木智子さん

「福島で開催されたことで、7 年前の事を改めて思い

出した。コミュニ ティーの全てを失った 90歳の

方、放射能による子どもの健康に心配する母親。

事故の責任を取らない国や東電へ生業裁判の原

告をもっと増やし、原告の苦悩を知らせていか

なければならない。」

「一人一人の力が集まればすごいパワーになる！」
　野地友子さん

 昨年 11 月の二本松市長選挙を振り返り、野地さんご自

身をはじめ農村女性の活躍を紹介してくれました。

「一人一人の力が集まればすごいパワーになる

ことを確信した！農業と政治は結び付いてい

る。今後市長も農民連に入ってもらうのを目

標にしています。」と原発反対の首長誕生 ( 二

本松市長 ) に大きく貢献した体験談を語っていた

だいた。

「皆であつめた 3000 万署名」
橋本光子さん

「当初そんなに書いてくれる人はいないなとあ

きらめの気持ちもあった」と署名活動を振り

返った。しかしやるしかない！と「だめもとで訪

問者にくまなく声掛けをしたらたちまち満筆になり、

ついついコピーしながら、増やしてしまった ( 笑 ) 」と喜びを話した。

また、若い人はラインで呼びかけてくれたりと世代を超えて新しい

集め方も知り、驚きと喜びがあったことを発表しました。

「農村の魅力をもっと伝えたい！」菅野まゆみさん

 経営する農家民宿とその体験について話してくれた菅野さん。「農

業体験や沢ガニとり、ホタルの鑑賞など農村でしかできないこと

は山ほどある。現代の子どもたちにも、この貴重な体験を味わっ

てほしい」と話した。「家にテレビは置いていません。家族と一緒

の食事では、お話もおかずになるんです。農家は自分

で育てた食 材で料理したものを提供できるし、

景観も提供できる。農村女性は身近なところ

で活躍できる。 私の一生の仕事になると思

う」農村の魅力とご自身の活躍を話してい

ただいた。「80 歳になる義母がお手本。」そ

して「農家には定年が無い !!」と今後の活動

にも意欲的です！

「原発に対する向き合い方が足りなかった・・・
　3.11 の衝撃」渡部よしのさん 

もともと原発には反対だったが会津在住の私は原発事故にしっ

かり向き合えていなかったのではと反省している。飯舘村の知

人は「俺が何十年も作ってきた『土』全部はがされて、 あの袋に

入れられてしまった。」と悲痛な心の内を明かす。津島の知人の

田んぼが有ったこ とさえわからない農地の

変容ぶりを受け入れなければならないな

ど帰還困難区域の方の思 いに一人の人

間としてもっと向き合っていかなけれ

ばと思った。皆さんにも身近なことと

思って欲しい。
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青年部の活動、地元の農や食のことをリレーで紹介

大きな目標を達成
　　　　  －須賀川農民連新年会
大きな目標を達成
　　　　  －須賀川農民連新年会

NOTE

　須賀川農民連では1月13日に新年会を開催し約
60名が参加しました。産直センターの事業では、各
部会で目標を達成したことが報告され、今年はさら
に高い目標を達成しようと提案されました。女性部

上がりました。

平成３０年度減反廃止になり、米価に不安が
ありますが、密苗の田植機を共同購入する事
にしました。１反歩、８箱程度でコスト低減と
省力化を図りたいと思います。　　　　　　
興味のある方は、田植時期、生育状況など見
学に来て下さい。　             by樽川（須賀川）

県北農民連が役員研修会を開催県北農民連が役員研修会を開催
　1月9日、24名の役員が参加し研修会を行いまし
た。農民連の歩みを学習し、グループに分かれ「憲
法前文」と「農民連行動綱領」の穴埋め問題に挑戦。
すばらしい回答がたくさん出て盛り上がりました。
役員・専従者の役割についてディスカッションも行
い、新鮮な研修となりました。

持続可能な社会を目指して農村女性の輪を広げ、憲法、家族農業を守ろう !持続可能な社会を目指して農村女性の輪を広げ、憲法、家族農業を守ろう !

第 29 回 全国連女性部総会 in 福島

話を聞いて笑う女性も涙する女性もみんな主役。 
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